
生活支援センターぷらねっと

放課後等デイサービス 公表日 令和7年　7月　1日

部屋はあるが、使用してい

ると使用できない。

職員数を増やさないと別室

での対応は難しい。

事業計画に沿って支援を実

施し、目標設定や振り返り

を行っている。

遊ぶスペース、活動場所が一緒の為、パーテー

ションなどを使用している。

机の配置で、小学生、中高生となるべく近い席

にしている。

声、音の遮断が難しい。

小学生と中高生の来所時間が違うた

め、活動時間が違う。空間が同じ

為、混乱することがある。

利用児の人数が増えてきて

いる現状を踏まえ、次年度

体制の強化が必要。

机の並び方や自立課題など

構造化を取り入れて実施し

ている。

低学年や強度行動障害のあ

る利用児が増えた事で、対

応が難しく、休憩を回すの

が大変である。保護者や外

部講師からの心配の言葉が

あった。

業

務

改

善

6

業務改善を進めるための

PDCA サイクル（目標設

定と振り返り）に、広く

職員が参画しているか。

3

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

事業所名

4

生活空間は、清潔で、心

地よく過ごせる環境に

なっているか。また、こ

ども達の活動に合わせた

空間となっているか。

3

5

必要に応じて、こどもが

個別の部屋や場所を使用

することが認められる環

境になっているか。 

2 1

3

生活空間は、こどもにわ

かりやすく構造化された

環境になっているか。ま

た、事業所の設備等は、

障害の特性に応じ、バリ

アフリー化や情報伝達

等、環境上の配慮が適切

になされているか。

3

環

境

・

体

制

整

備

1

利用定員が発達支援室等

のスペースとの関係で適

切であるか。

3

2

利用定員やこどもの状態等

に対して、 職員の配置数は

適切であるか。

2 1

清掃や使用した物品（遊具）などの

消毒を徹底して行っている。

活動に合わせて空間を作っている。

創作物を展示したり、明るい雰囲気

を作っている。

パーテーションの使用。

事業所における自己評価結果公表



実施していない。

虐待防止や感染症対策など

内部研修を実施している。

学校公開日などへも積極的

に参加を促す。

放課後等デイサービス担当

職員が出席しやすい時間帯

の設定。

法人のホームページやイン

スタグラムの投稿で公開し

ている。

本人やその保護者の意見を

踏まえ、その児童の成長に

合わせ計画のみなしを行っ

ている。また、他の事業者

や学校の先生、相談支援専

門員との連携も行ってい

る。

計画作成にあたり、指導員

との情報共有を図り、作成

している。作成後は送迎担

当職員や事務職員などにも

情報を共有している。

適

切

な

支

援

の

提

供

11

適切に支援プログラムが

作成、公表されている

か。 

3

12

個々のこどもに対してア

セスメントを適切に行

い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に

分析した上で、放課後等

デイサービス計画を作成

しているか。

3

13

放課後等デイサービス計

画を作成する際には、児

童発達支援管理責任者だ

けでなく、こどもの支援

に関わる職員が共通理解

の下で、こどもの最善の

利益を考慮した検討が行

われているか。 

3

9

第三者による外部評価を

行い、評価結果を業務改

善につなげているか。

3

10

職員の資質の向上を図る

ために、研修を受講する

機会や法人内等で研修を

開催する機会が確保され

ているか。

3

8

職員の意見等を把握する

機会を設けており、その

内容を業務改善につなげ

ているか。

3

頂いたご意見に対してでき

るところから改善に努める

ようにしている。

意見する機会があるが、改善につな

がない。

職員間の連携が不十分であり、足並

みがそろわない様子を感じたため、

建設的な話し合いなどの機会を設け

るべきである。

業

務

改

善

7

保護者向け評価表によ

り、保護者等の意向等を

把握する機会を設けてお

り、その内容を業務改善

につなげているか。

3



支援会議で指導員や支援員

に計画や情報の共有を行い

会議後は送迎担当職員や事

務職員などにも情報を共有

している。

基本情報シートやアセスメ

ント票を作成している。

日々の記録は支援記録、個

人日誌をＰＣに入力する形

で記録している。

必要な情報収集のためにも

定期的な見直しや追記され

た場合の整理が必要。

ガイドラインに沿った支援

を提供できるよう日々の打

ち合わせや会議で検討をし

ている。

チームで行うと共に子供た

ちからの意見も尊重してい

る。

長期休み（夏休みなど）や

時期の活動で工夫してい

る。

適

切

な

支

援

の

提

供

18

活動プログラムが固定化

しないよう工夫している

か。

3

16

放課後等デイサービス計

画には、放課後等デイ

サービスガイドラインの

「放課後等デイサービス

の提供すべき支援」の

「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援」及び

「地域支援・地域連携」

のねらい及び支援内容も

踏まえながら、こどもの

支援に必要な項目が適切

に設定され、その上で、

具体的な支援内容が設定

されているか。

3

17
活動プログラムの立案を

チームで行っているか。
3

14

放課後等デイサービス計

画が職員間に共有され、

計画に沿った支援が行わ

れているか 。

3

15

こどもの適応行動の状況

を、標準化されたツール

を用いたフォーマルなア

セスメントや、日々の行

動観察なども含むイン

フォーマルなアセスメン

トを使用する等により確

認しているか。

3



期間内にモニタリング会議を行

い、本人やその保護者の意見を

踏まえ、その児童の成長に合わ

せ計画の見直しを行っている。

相談支援専門員との連携も行っ

ている。

組み合わせることで様々な

体験をして頂けるように工

夫している。

指導員で受け入れ前に打ち

合わせを実施している。

児童の帰宅後、その日の振

り返りを実施している。

連絡帳に詳しく記入してい

る。

写真やメールなどＩＣＴ化

が必要。

長期休み（夏休みなど）や

一斉下校で来所時間が早い

ときに集団活動を行ってい

る。

24

放課後等デイサービスガ

イドラインの「４つの基

本活動」を複数組み合わ

せて支援を行っている

か。

3

適

切

な

支

援

の

提

供

22

日々の支援に関して記録

をとることを徹底し、支

援の検証・改善につなげ

ているか。

3

23

定期的にモニタリングを

行い、放課後等デイサー

ビス計画の見直しの必要

性を判断し、適切な見直

しを行っているか。

3

20

支援開始前には職員間で

必ず打合せを行い、その

日行われる支援の内容や

役割分担について確認

し、チームで連携して支

援を行っているか。

3

21

支援終了後には、職員間

で必ず打合せを行い、そ

の日行われた支援の振り

返りを行い､気付いた点

等を共有しているか。

3

19

こどもの状況に応じて、

個別活動と集団活動を適

宜組み合わせて放課後等

デイサービス計画を作成

し、支援が行われている

か。

3



必要に応じて、他機関との

連携を図ることができてい

る。

児童の担当者にできるだけ

参加してもらうことで、事

業所間の連携が図りやす

い。

基本、担当者が出席してい

るが、児童発達管理責任者

も同席した方が良い。

必要に応じて、他機関との

連携を図ることができてい

る

学校のＨＰで行事確認や一

斉メールや学校からのおた

よりの確認を行っている。

子供たちが意見を出し合っ

て活動決めるようにしてい

る。

構造化支援で選びやすいよ

うに工夫している。

29

就学前に利用していた保

育所や幼稚園、認定こど

も園、児童発達支援事業

所等との間で情報共有と

相互理解に努めている

か。

3

28

学校との情報共有（年間

計画・行事予定等の交

換、こどもの下校時刻の

確認等）、連絡調整（送

迎時の対応、トラブル発

生時の連絡）を適切に

行っているか。

3

 

 

 

 

 

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

26

障害児相談支援事業所の

サービス担当者会議や関

係機関との会議に、その

こどもの状況をよく理解

した者が参画している

か。

3

27

地域の保健、医療（主治

医や協力医療機関等）、

障害福祉、保育、教育等

の関係機関と連携して支

援を行う体制を整えてい

るか。

3

25

こどもが自己選択できる

ような支援の工夫がされ

ている等、自己決定をす

る力を育てるための支援

を行っているか。

3

適

切

な

支

援

の

提

供



研修等の有益な情報提供を

行う。

施設内で取り組めて参加し

やすい環境設定が必要。

契約時に説明を行ってい

る。また、モニタリング時

や普段の活動を通して伝え

ている。

学校と学校の迎えの空き時

間で近くの公園を利用し、

他の施設の児童や地域の子

供たちと交流が図れた。

地域の行事などで交流を図

るなど、できる範囲から取

り組む必要がある。

積極的に研修会などに参加

している。

迎え時や連絡帳、必要に応

じて電話でやりとりを行っ

ている。

必要に応じて、他機関との

連携を図ることができてい

る。法人内の移行者に関し

てはよりスムーズに移行が

できている。

研修に積極的に参加して

る。

35

家族の対応力の向上を図

る観点から、家族に対し

て家族支援プログラム

（ペアレント･トレーニ

ング等）や家族等の参加

できる研修の機会や情報

提供等を行っているか。

 

3

保

護

者

へ

の

説

明

等

36

運営規程、支援プログラ

ム、利用者負担等につい

て丁寧な説明を行ってい

るか。

3

3

34

日頃からこどもの状況を

保護者と伝え合い、こど

もの発達の状況や課題に

ついて共通理解を持って

いるか。

3

31

地域の児童発達支援セン

ターとの連携を図り、必

要等に応じてスーパーバ

イズや助言や研修を受け

る機会を設けているか

 。

3

32

放課後児童クラブや児童

館との交流や、地域の他

のこどもと活動する機会

があるか。

3

30

学校を卒業し、放課後等

デイサービスから障害福

祉サービス事業所等へ移

行する場合、それまでの

支援内容等の情報を提供

する等しているか。

3

 

 

 

 

 

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携

33

（自立支援）協議会等へ

積極的に参加している

か。



苦情の受付、対応、体制に

つきましては、契約時に説

明している。苦情の予防に

努める為、ご家族に対して

報告、連絡、相談を心がけ

ている。

個別支援計画作成の都度、

説明し、同意を頂いてい

る。

迎え時や連絡帳、必要に応

じて電話でやりとりを行っ

ている。

ご家族の都合も考慮した上

で今後交流の機会を検討し

たい。

日頃の支援の中で意思の尊

重や最善の利益の優先を考

慮している。家族に向けて

は、モニタリング時の他、

日頃のやりとりの中で意向

を伺えるように配慮してい

る。

40

父母の会の活動を支援す

ることや、保護者会等を

開催する等により、保護

者同士で交流する機会を

設ける等の支援をしてい

るか。また、きょうだい

同士で交流する機械を設

ける等の支援をしている

か。

3

41

こどもや保護者からの苦

情について、対応の体制

を整備するとともに、こ

どもや保護者に周知し、

苦情があった場合に迅速

かつ適切に対応している

か。

3

38

「放課後等デイサービス

計画」を示しながら支援

内容の説明を行い、保護

者から放課後等デイサー

ビス計画の同意を得てい

るか 。

3

39

家族等からの子育ての悩

み等に対する相談に適切

に応じ、面談や必要な助

言と支援を行っている

か。

3

37

放課後等デイサービス提

供を作成する際には、こ

どもや保護者の意思の尊

重、こどもの最善の利益

の優先考慮の観点を踏ま

えて、こどもや家族の意

向を確認する機会を設け

ているか。 

3

保

護

者

へ

の

説

明

等



視覚優位の方には、絵カー

ドなどで構造化支援を実

施。家族から聞き取りを行

い、意思伝達の方法を確認

する。

法人全体で、秋にお祭りを

開催している。また、同事

業所の生活介護事業では地

域の方（ボランティア）と

の交流を頻繁に行ってい

る。

放課後等デイサービス事業

のみで開催はできていない

ため、今後計画をしていき

たい。

マニュアルを策定し、訓練

を実施しています。

おたよりとして以前から配

布したいたが、更に今年度

は新たにインスタグラムを

開設し情報の発信を行い始

めた。

同意書に通りの内容のみに

使用している。

業務継続計画（BCP）を策

定し訓練をしています。

非

常

時

等

の

対

応

46

事故防止マニュアル、緊

急時対応マニュアル、防

犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定

し、職員や家族等に周知

するとともに、発生を想

定した訓練を実施してい

るか。

3

47

業務継続計画（BCP）を

策定するとともに、非常

災害の発生に備え、定期

的に避難、救出その他必

要な訓練を行っている

か。

3

43
個人情報の取扱いに十分

留意しているか。
3

保

護

者

へ

の

説

明

等

44

障害のあるこどもや保護

者との意思の疎通や情報

伝達のための配慮をして

いるか。

3

45

事業所の行事に地域住民

を招待する等、地域に開

かれた事業運営を図って

いるか。

1 2

42

定期的に通信等を発行す

ることや、HPやSNS等

を活用することにより、

活動概要や行事予定、連

絡体制等の情報をこども

や保護者に対して発信し

ているか。

3



ヒヤリハットは特記録とし

て記録に残し、全体で共有

している。また、再発防止

向け支援の見直しを夕礼や

会議で検討している。

研修を実施している。また

法人の虐待防止委員会での

巡回チェックやアンケート

など対応している。

利用開始時のアセスメントで確認し

ている。また、年度初めに情報確認

シートの記載をお願いしている。ま

た、医師の指示書がある場合はその

指示に従い、保護者からの要望があ

る場合も対応する。

安全計画を策定し、研修、

訓練を行っている。

安全計画を掲示している。

周知不足にならぬよう、活

動の報告等で周知に努めた

い。

53

虐待を防止するため、職

員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしてい

るか。

3

51

こどもの安全確保に関し

て、家族等との連携が図

られるよう、安全計画に

基づく取組内容につい

て、家族等へ周知してい

るか 。

3

52

ヒヤリハットを事業所内

で共有し、再発防止に向

けた方策について検討を

しているか。

3

50

安全計画を作成し、安全

管理に必要な研修や訓

練、その他必要な措置を

講じる等、安全管理が十

分された中で支援が行わ

れているか。

3

48

事前に、服薬や予防接

種、てんかん発作等のこ

どもの状況を確認してい

るか。

3

利用開始時のアセスメント

で確認している。また、年

度初めに情報確認シートの

記載をお願いしている。

非

常

時

等

の

対

応

49

食物アレルギーのあるこ

どもについて、医師の指

示書に基づく対応がされ

ているか。

3



該当するしないに関わら

ず、すべての保護者の方に

説明をするようにしてい

る。

54

どのような場合にやむを

得ず身体拘束を行うかに

ついて、組織的に決定

し、こどもや保護者に事

前に十分に説明し了解を

得た上で、放課後等デイ

サービス計画に記載して

いるか。

3

非

常

時

等

の

対

応



○従業者評価実施期間

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日

生活支援センター　ぷらねっと

令和7年　3月　17日 令和7年　3月31日～

○事業所名

○保護者評価実施期間

○保護者評価有効回答数 13

3

令和　7年　4月　17日

（対象者数） （回答者数）13

令和7年3月　17日 ～ 令和7年　3月31日

改善に向けて必要な取組や

工夫が必要な点等

地域の学校（学童）との連携や自立

支援協議会への提言を検討したい。

児童指導員の増員の検討。

さらに充実を図るための取組等

（対象者数） （回答者数） 3

通常の支援に加え交流に対応する指

導員が不足している。

工夫していることや意識的に行っている

取組等

事業所として考えている課題の要因等

支援学校の実習を受け入れると共に、活

動プログラムの個別活動に就労継続Ｂ型

の作業内容の一部を取り入れている。

職員の配置換えを計画的に行い、卒業し

て移行後も本人を良く理解している指導

員が職業指導員や生活支援員として継続

的な支援ができるよう目指します。

2

3

○ 分析結果

1

2

3

地域の方や他の施設（地域の子供た

ち）との交流の機会が少ない。

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが

期待されること

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと

思われること

1

同敷地内に者が通所される、生活介護事

業、就労継続Ｂ型事業があり、学校卒業

後の進路など将来的な不安を少なくする

ことができる。

事業所での活動など対外的に発信で

きていない。

個人情報保護など、すべての方がＳ

ＮＳに映る事を望んでいない可能性

があると考えている。

インスタグラムなどに写真を使用す

る際は、事前に同意を得ること、更

に、個人が特定しにくい対策を行

う。

父母の会などの保護者同士の交流の

機会がない。

ご家族の都合を考えてしまい。計画

に至らなかった。

実際にアンケートなど意思確認

などする。また、任意の参加型

の活動を検討したい。

事業所における自己評価総括表公表



公表日 令和7年　7月　1日

13

事業所名
生活支援センター　ぷらねっと

回収数13利用児童数

10

感染症対応も含め、清掃

や消毒は欠かさずに行っ

ております。今後も継続

して行きます。

12 1

部屋の構造わかりやすいと思い

ます。ただ、子供がパニックに

なった時クールダウンできる部

屋はあるのでしょうか？

その都度、必要な物を準

備することでスペースの

確保をしています。場所

はパーテーションの使用

で空間を分けいますが、

必要に応じて別の部屋を

使用いたします。

3

今後も内部研修、外部研

修を受講し専門性を持っ

て支援を行います。

子供人数が増えているので、活

動のスペースがもう少し広めだ

と嬉しいです。クールダウンで

きる場所などあると良いです。

はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない

10 3 過ごしやすいと思います。

適

切

な

支

援

の

提

供

5

こどものことを十分に理解

し、こどもの特性等に応じ

た専門性のある支援が受け

られていると思いますか。 

チェック項目

4

生活空間は、清潔で、心地

よく過ごせる環境になって

いると思いますか。また、

こども達の活動に合わせた

空間となっていると思いま

すか。

2
職員の配置数は適切である

と思いますか。

その都度、必要な物を準備すること

でスペースの確保をしています。場

所はパーテーションの使用で空間を

分けいますが、必要に応じて別の部

屋を使用いたします。

環

境

・

体

制

整

備

1

こどもの活動等のスペース

が十分に確保されていると

思いますか。

3

生活空間は、こどもにわか

りやすく構造化された環境

（※1）になっていると思い

ますか。また、事業所の設

備等は、障害特性に応じ

て、バリアフリー化や情報

伝達等への配慮が適切にな

されていると思いますか。

11 2
もう少し職員の人数がいた方が

良いと思います。

以前と比べ利用する児童

も増えてきておりますの

で、配置基準以上の指導

員を増員したいと思いま

す。

ご意見 ご意見を踏まえた対応

12 1

保護者からの事業所評価の集計結果公表



13

説明をよりわかりやすく

実施していきたいと思い

ます。

定期的にプログラムを見

直し、支援内容との整合

性を高めて行きたいと思

います。

13

今後も利用児の成長に合

わせ計画の作成を行いた

いと思います。

3 9 1
もっと外出の機会があると良い

です。

外出の機会や、他の子供

たちと交流できるような

計画を検討したいと思い

ます。

説明をよりわかりやすく

実施していきたいと思い

ます。

12 1

子供の能力に合わせて、色々な

活動をしてくれていると思いま

す。

プログラムⅱがよくわかりませ

ん。

活動プログラムとお聞き

したいところこちらの不

手際でプログラムⅱと表

記してしまいました。

10 3

保

護

者

へ

の

説

明

等

12

事業所を利用する際に、運

営規程、支援プログラム、

利用者負担等について丁寧

な説明がありましたか。

11

放課後児童クラブや児童館

との交流や、地域の他のこ

どもと活動する機会があり

ますか。

適

切

な

支

援

の

提

供

10

事業所の活動プログラム

（※4）が固定化されないよ

う工夫されていると思いま

すか。

11 29

放課後等デイサービス計画

に沿った支援が行われてい

ると思いますか。

8

放課後等デイサービス計画

には、放課後等デイサービ

スガイドラインの「放課後

等デイサービスの提供すべ

き支援」の「本人支援」、

「家族支援」、「移行支援

 」で示す支援内容からこど

もの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、

具体的な支援内容が設定さ

れていると思いますか。

6

事業所が公表している支援

プログラム（※2）は、事業

所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。

7

こどものことを十分理解

し、こどもと保護者のニー

ズや課題が客観的に分析さ

れた上で、放課後等デイ

サービス計画（個別支援計

画）（※3）が作成されてい

ると思いますか。

10 3



3

保護者同士の連携があるかと言

われるとちょっとないような気

がします。

情報提供のほかに、交流

会の機会を検討したいと

思います。

3 7

困り事や悩んでいる事など、い

つもお話を聞いて頂いていま

す。

これからも遠慮なさらず

にお申し付けください。

10 2 1
今後も共感的に支援をし

たいと思います。

12 1

1 4

情報提供のほかに、交流

会の機会を検討したいと

思います。

13

4 4

13

14

事業所では、家族に対して

家族支援プログラム(ペアレ

ント・トレーニング（※5）

等)や家族等も参加できる研

修会や情報提供の機会等が

行われていますか。

「放課後等デイサービス計

画」を示しながら、支援内

容の説明がなされました

か。

保

護

者

へ

の

説

明

等

13

18

父母の会の活動の支援や、

保護者会等の開催等によ

り、保護者同士の交流の機

会が設けられるなど、家族

への支援がされているか。

また、きょうだい向けのイ

ベントの開催等により、

きょうだい同士の交流の機

会が設けられるなど、きょ

うだいへの支援がされてい

ますか。

17

事業所の職員から共感的に

支援をされていると思いま

すか。

16

定期的に、面談や子育てに

関する助言等の支援が行わ

れていますか。

15

日頃からこどもの状況を保

護者と伝え合い、こどもの

健康や発達の状況について

共通理解ができていると思

いますか。



9 4

訓練の様子をお伝えする

と共に、インスタグラム

などのツールを使用して

様子をお伝えいたしま

す。

9 4

訓練の様子をお伝えする

と共に、インスタグラム

などのツールを使用して

様子をお伝えいたしま

す。

12 1
これからも取り扱いに留

意いたします。

子供の様子が連絡帳を通してよ

く分かるように伝わっていま

す。

12 1

インスタグラムがあるのが嬉し

いと思っている保護者が多いと

思います。

11 2
これからも遠慮なさらず

にお申し付けください。

 

 

非

常

時

等

の

対

応

23

事業所では、事故防止マ

ニュアル、緊急時対応マ

ニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル

等が策定され、保護者に周

知・説明されていますか。

また、発生を想定した訓練

が実施されていますか。

24

21

定期的に通信やホームペー

ジ・SNS等で、活動概要や

行事予定、連絡体制等の情

報や業務に関する自己評価

の結果をこどもや保護者に

対して発信されています

か。

1320

こどもや保護者との意思の

疎通や情報伝達のための配

慮がなされていると思いま

すか。

19

こどもや家族からの相談や

申入れについて、対応の体

制が整備されているととも

に、こどもや保護者に対し

てそのような場があること

について周知・説明され、

相談や申入れをした際に迅

速かつ適切に対応されてい

ますか。

事業所では、非常災害の発

生に備え、定期的に避難、

救出その他必要な訓練が行

われていますか。

保

護

者

へ

の

説

明

等

22

個人情報の取扱いに十分に

留意されていると思います

か。



楽しみにしていることや、楽しかっ

たとお子さんの様子をお聞かせくだ

さい。プログラムや活動に取り入れ

て行きたいと思います。

訓練の様子をお伝えする

と共に、インスタグラム

などのツールを使用して

様子をお伝えいたしま

す。

11 2

事故というより施設の物を蹴っ

飛ばしたときの説明は良く受け

るので説明されていると思いま

す。

事故、怪我に関しては、

これからもお伝え致しま

す。ご意見で頂いてます

ように、後日アザなどが

できる可能性があるかも

しれないとの判断でお伝

えしております。

1

長期休みの間の送迎と平日帰り送って頂

けることありがたいです。

郊外活動があると嬉しいですが、小さな

子供たちに手がかかることも分かってい

ます。

外出の機会を今後も多く

計画したいと思います。

4

子供本人にとっては怖いときが

あるようで行き渋る日がありま

す。

何かしらの原因があるこ

とかと思いますので、そ

の都度お申し付けくださ

い。

3
楽しみな時もあれば、気分に

よってだと思います。

 

 

非

常

時

等

の

対

応

28
こどもは通所を楽しみにし

ていますか。

9

満

足

度

27
こどもは安心感をもって通

所していますか。 

29
事業所の支援に満足してい

ますか。

26

事故等（怪我等を含む。）

が発生した際に、事業所か

ら速やかな連絡や事故が発

生した際の状況等について

説明がされていると思いま

すか。

12

10

11 225

事業所より、こどもの安全

を確保するための計画につ

いて周知される等、安全の

確保が十分に行われた上で

支援が行われていると思い

ますか 。




